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「ヴ イ タ ミ ンC」 ノ 影 響

岡 山醫科大學 生理學教室(主任 生 沼教授

 林 教授)
副手 醫學士 橋 本 明

第1章 緒 言

1903年Josue1)ガ 始 メテAdrenalinヲ 家 兎 ノ

耳 殼 静脈 内 ニ反 復 注 射 シ,大 動 脈 ニ一 種 ノ硬 變 性

變 化 ヲ發 生 セ シ メ得 タル以 來,實 驗 的 動 脈硬 變症

ハ 學 者 ノ興 味 ヲ惹 キ,1908年Benneke2)ハ 鹽 化

Barium及 ビHydrastinヲ 以 テ大 動 脈 ニ「ア テ ロ

ー ム樣」 硬 變 ヲ起 サ シ メ,1909年Ignatowski3)

ハ 卵 黄,牛 乳 ヲ與 ヘ テ大 動脈 ノ「ア テ ロー ム樣」變

化,副 腎 肥大,肝 硬 變 及 ビ脾 腫 ヲ證 明 セ リ.1910年

Saltikow4)ハStaphylokokken及 ビAlkoholヲ

注射 シ テ大 動 脈 ニ「ア テ ロ ー ム樣 」變 化 ヲ惹 起セ シ

メ,1911年Otto5)ハDigalenヲ 用 ヒ テ同 樣 ノ變

化 ヲ生 ゼ シ メ,1913年Anitschkow u Chalatow6)

ハCholesterinノ 飼 養 ニ依 リテ動脈 硬 變 症 〓成 立

ニ成 功 セ リ.本 邦 ニ於 テモ,1913年 今7)ガLanolin

ノ飼養 ニ依 リテ容易 ニ動脈硬化症 ヲ發現セシ メテ

ヨ リ,今8),片 瀬9),清 野10),梶 村11),上 山12),小 出13)

等 ハAdrenalihヲ 家 兎 ニ注 射 シ テ 何 レ モJosue

ト同樣 ノ病 變 ヲ大 動 脈 ノ中 膜 ニ惹 起 セ シ メタ リ.

Anitschkow等 ハ之 等 ノ成 績 ヲ綜 合 シ テ組 織 學 上

ヨ リ大 體Adrenalin型 動 脈 硬 變 症 トCholesterin

型 動 脈 硬 變 症 トノ2型 ニ分 類 シ,前 者 ハ主 トシ テ

中膜 ノ壞 死 ニ初 マ リ二次 的 ニ石 灰 鹽 ノ沈 着 ヲ起 シ

テ動 脈 硬 化 ヲ發現 シ,後 者 ハ 内膜 ニ脂 肪 ノ沈着 ヲ

起 シテ硬 變 ヲ招來 ス ト主 張 セ リ.次 デAdrenolin

ニ依 ル動 脈 硬 變 症 ニ對 シ血 壓 降 下劑 ヲ併 用 シ テ之

ガ發 生 ヲ防 止 シ.或 ハ既 ニ發 生 セ ルAdrenalin型

動 脈 硬 變 症 ニ對 シ之 ヲ用 ヒテ治 癒 ヲ促進 セ ン トス

ル實 驗 ガ多 數 行 ハ レ タ リ.即 チ1905年Braun14)

ハAdrenalinトAmylnitritト ノ混 合液 ヲ靜 脈 内

ニ注 射 シ1908年Watermann15)ハAdrenalinヲ

靜 脈 内 ニ注 射 スル ト同時 ニAmylnitritヲ 家兎 ノ

氣 管 内 ニ滴 下 セシ ガ,何 レモAdrenalinノ ミヲ注

射 セ シ 時 ト同 様 ニ シ テ 變 化 ナ キ コ ト ヲ報 告 セ リ.

然 ル ニ1907年Schrank16)ハSpermin, 1908年

Klotz17)ハNitroglycerin, 1924年Bovei18)ハ
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Jodipin 1930年 小 出13)ハ 亞 硝 酸Natrium及 ビ

Insulin, 1925年Redisch19)ハLuteoglandolヲ

併 用 シ テ孰 レモ或 ル 程度 迄 之 ヲ抑 制 シ得 タ リ ト報

告 セ リ,1939年 金 原 及 ビ李20)ハVitamin Cガ

Adrenalin動 脈 硬 變 症 ノ發 生 ヲ防止 シ且 一度 發生

セ ル動 脈 硬 變 症 ニ對 シ治癒 的效 果 ヲ有 スル コ トヲ

發表 セ リ.余 ハ 副 腎皮 質 ヨ リ成生 セ ラル ルVitamin

Cガ 髓 質 ヨ リ分 泌 セ ラルAdrenalinニ 對 シ拮 抗

的作 用 ヲ有 ス ルハ甚 ダ興 味深 キ コ トナ リ ト考 ヘ,

金 ノ肉 眼 的觀 察 ニ加 フル ニ組 織 學 的 檢 索 ヲ行 ヒ,

以 テVitamin Cガ 如 何 ナ ル機 轉 ノ下 ニ於 テ奏 效

スル モ ノ ナル カ ニ付 聊 カ所 見 ヲ得 タル ヲ以 テ茲 ニ

之 ヲ報 告 セ ン ト欲 ス.

第2章 實驗材料竝ニ實驗方法

實 驗 動 物 トシ テ ハ.體 重2kg内 外 ノ若 キ雄 性

家 兎 ヲ選 ビ毎 日一 定量 ノ豆 腐 粕 ヲ與 ヘ テ飼 養 シ,

約3週 間 ヲ經 過シ 體重 ノ安 定 スル ヲ待 チ健 康 ト認

メタル モ ノ ノ ミヲ實驗 ニ供 セ リ.

Adrenalin(以 下Adrト 記 ス)ハ 三共 製1000倍

鹽 化Adrenalinヲ 使 用 シ,Vitamin C(以 下V-C

ト記 ス)ト シ テ武 田製Vitaciminヲ 使 用 セ リ.

毎週 ノ終 リニ體 重 ヲ測定 シテ其 ノ増 減 ヲ檢 シ,

實驗 ノ終了後空氣栓塞 ノ下 ニ致 死セシ メ肉眼的 ニ

大 動 脈 ヲ觀 察 シ タル後,10% Formalin液 ニ テ固

定,Paraffinニ 包埋 シ テ切 片 ヲ作 リHaematox-

ylin-Eosin複 染 色及 ビWeigert氏 彈 力 繊維 染 色

法 ヲ施 シ檢 鏡 セ リ.

實驗 ヲ行 フ ニ當 リ家 兎 ヲ次 ノ諸 群 ニ分 チ テ觀 察

セ リ.

甲 列

a群 毎 日Adr原 液0.05cc(滅 菌 生 理 的 食 鹽

水 ニ テ10倍 ニ稀 釋 シ テ使 用 ス)ヲ6週 間 連 續 シ

テ耳殼 靜 脈 内 ニ注 射 ス.

b群 毎 日Adr原 液0.05cc(滅 菌 生 理 的 食鹽

水 ニテ10倍 ニ稀 釋 シ テ 使 用 ス)ト 共 ニ,毎 日

V-C 25mgヲ6週 間連 續 シ テ耳殼 靜 脈 内 ニ注射

ス.

乙 列

a群 毎 日Adr原 液0.1ccヲ6週 間 連 續 レ テ

耳殼 靜 脈 内 ニ注 射 ス.

b群 毎 日Adr原 液0.1ccト 共 ニV-C 50mg

ヲ6週 間 連 續 シ テ耳殼 靜 脈 内 ニ注射 ス.

丙 列

a群 毎 日Adr原 液0.2ccヲ6週 間 連 續 シテ

耳殼 靜脈 内ニ注射 ス.

b群 毎 目Adr原 液0.2ccト 共 ニV-C 100mg

ヲ6週 間連續 シテ耳殼 靜脈 内ニ注射 ス.

丁列 生理 的食鹽水2ccヲ 毎 日連續シテ6週

間耳殼靜脈 内 ニ注射 ス.

第3章 實驗成績

第1節 Adrenalin動 脈 硬 變 症 ノ成 生 ニ及

ボ スVitamin . Cノ 影 響

本 節 ニ於 テハAdrヲ 毎 日連 續 シ テ注 射 シ コ レ

ニ依 リテ發 生 スル 動脈 硬 變症 ガ,Adr共 ニV-Cヲ

併 用 スル時 其 ノ發 生 ヲ豫 防 シ得 ルヤ否 ヤ ヲ實驗 セ

リ.

第1項 體重 ニ於 ケル變化

甲 列a群 第1號 家 兎 ニ於 テハ,Adrノ 注射 ト

共 ニ體 重 ハ次 第 ニ減 少 シ6週 間 ノ終 リニ於 テハ 實

驗 前 ニ比 シ70gヲ 減 ジ,第2號,第3號,第5號 家

兎 ニ於 テモ 何 レモ實 驗 前 ニ比 シ,夫 々30g, 50g,

80gヲ 減 少 セ リ.第4號 家 兎 ニ於 テ ハ實 驗 前 ニ比

シ 僅 ニ増 加 ヲ示 セ リ.

甲 列b群 第1號 家 兎 ニ於 テ ハ實 驗 前 ニ比 シ體

重僅 ニ減 少 セル モ,第2號,第3號,第4號,第

5號 家 兎 ニ於 テ ハ夫 タ實 驗 前 ニ比 シ75g, 50g, 40g,

70gヲ 増 加 セ リ.

乙列a群 總 ベ テAdrノ 注 射 ト共 ニ體 重 ノ減

少 ヲ來 タ シ,實 驗 終 了 時 ニ於 テ ハ43g乃 至250g

ノ減 少 ヲ來 セ リ.

乙列b群 實驗終 了時第5號 家兎ガ50gノ 體

重 ノ減少 ヲ見 タル外 何 レモ體重 ノ増加 ヲ見ル.
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丙列a群 乙 列a群 ニ於 ケ ル ト同樣 何 レモ著 シ

キ體重 ノ減 少 ヲ來 タ シ,少 キ ハ90gヨ リ甚 シキハ

540gニ 及 ベ リ.

丙列b群 第3號 ヲ除ク ノ外何 レモ體 重 ノ増加

ヲ示 セ リ.

第1表 體 重 成 績 表

丁列 即チ對照 トシテ滅菌生理 的食鹽水2ccヲ

注 射 セ ル場 合 ニ於 テハ,總 ベ テノ家 兎 ニ於 テ體 重

ノ増 加 スル ヲ見 ル.

即 チ體 重 ニ及ボ ス影響 ヲ觀 察 スル ニ,Adrヲ 注

射 セ ル場 合 ニ於 テハ,注 射 ノ經 過 ト共 ニ次 第 ニ體

重 ノ減 少 スル傾 向 ヲ示 スモ,Adrト 共 ニV-Cヲ

注 射 セ ル場 合 ニ於 テハ,體 重 ノ減 少 ヲ認 メズ シテ

Adrニ 依 リテ生 ズ ル障碍 ヲ免 カルル ヲ認 ム.

第2項 大動脈 ノ肉眼的所見

甲列a群 第1號 家 兎ニ於 テハ上行大動脈 弓部

ニ粟粒大 ノ陷凹數箇 ヨ リ成ル硬變性病竈 ヲ有シ,

周 圍 組織 トノ境 界 明 瞭 ナ リ,第3號 家 兎 ニ於 テハ

上行大動脈 弓部 ニ罌子粒 大 ノ陷 凹部數箇集合 シ,

其 ノ中 ニ2-3箇 ノ米 粒 大 ノ陷 凹部 ヲ混 ズ,斯 カル

陷 凹部ハ周圍組織 トハ比較的鋭利 ニ限界セ ラレ外

方 ニ輕 ク膨 隆 スル ノ ミナ ラズ,壁 自己 モ菲 薄 トナ

レル ヲ見 ル,第5號 家 兎 ニ於 テ ハ 弓部 ニ粟 粒 大 乃

至帽針頭大 ノ中央 ニ於 テ陷凹 ヲ有 スル隆起7-8

箇 集 マ リ表 面 ハ粗 〓 トナ レ リ.第2號,第4號 家

兎 ニ於 テハ 何 等 ノ變 化 ヲモ認 メズ.

甲列b群 何 等 ノ病 變 ヲ呈 セ ズ.

乙列a群 第1號 家兎 ニ於 テハ胸部大動脈 中部

ニ米粒大 ノ陷凹部數箇集合セル病竈 ヲ呈 シ,第2

號家兎 ニ於 テハ弓部 ニ粟粒大乃至米粒大 ノ隆起10

數箇集 マレル中等度 ノ硬 變性變化 ヲ呈 シ胸部 大動

脈 中部 ニ ハ 粟 粒 大 ノ 中央 ノ陷 凹 セ ル隆 起10數 箇

ヨ リ成 ル病 變部 ヲ形 成 セ リ.第3號 家 兎 ニ於 テハ

弓部 ニ米粒大 ノ周邊 ノ隆起 セ ル陷 凹10數 箇集 合

シテ網状 ヲナシ,胸 部大動脈 下部及 ビ腹部大動脈

ニ於 テハ,罌 子粒大乃至米粒大 ノ隆起數箇集合 セ

ル輕度 ノ硬變性所 見 ヲ見 ル.第4號 家 兎ニ於 テハ

大動脈 弓部,胸 部大動脈 中部殊 ニ胸部大動脈中部

ニ著 明 ナ ル舟 状 陷 凹 ヲ認 ム,即 チ3例 ハ 中等 度1

例 ハ輕度 ノ硬變性病變 ヲ皇 セ リ.

乙列b群 何等硬變性病變 ヲ呈 セズ.
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丙列a群 第1號 家兎ニ於 テハ大動脈弓部,胸

部大動脈 中部 及ビ下部,腹 部大動脈 ニ亙 リ,小ナル

ハ罌子粒大 ヨリ大ナルハ小豆大 ニ至ル隆起或 ハ陷

凹或ハ散在シ或 ハ集合 シテ多數 ノ硬變性病竈 ヲ形

成 シ,健 在ナル部分 ニ乏 シク爲 メニ動脈壁ハ菲薄

トナ リ半 透明 ニシテ羊皮紙樣 トナ レリ.第2號 家

兎 ニ於 テハ胸部大動脈 中部 ニ帽針頭大 ノ中央 ノ陷

凹セル隆起10數 箇集合 シテ大ナル陷凹部 ヲ呈 シ

外 膜 面 ニ向 ヒ著 シ ク膨 隆 セ リ.他 ノ部 分 ニ於 テハ

多 數 ノ泡 沫 状 陷 凹或 ハ米 粒 大 ノ隆 起 存 在 シ テ地 圖

状 ヲ呈 セ リ.第3號,第4號 家兎 ニ於 テハ,何 レ

モ第1號,第2號 家 兎 ト同 樣 ナ ル 高度 ノ病 變 ヲ認

ム.第5號 家 兎 ニ於 テハ 上 行 大動 脈 弓部 及 ビ胸 部

大 動 脈 中部 ニ輕 度 ノ硬 變 ヲ惹 起 セ リ.

丙 列b群 Adr原 液0.2ccト 共 ニV-C 100mg

ヲ注 射 セ ル家 兎 ニ於 テハ何 等 ノ硬 變 性 病變 ヲ呈 セ

ズ.

丁 列 對 照 トシ テ靜 脈 内 注射 其 ノモ ノ ガ,動 脈

硬 變 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 セ ン ト欲 シ,滅 菌 生 理 的 食

鹽 水2ccヲ 毎 日連 續 シ テ6週 間注 射 シ タル モ,5

例 共 大 動 脈 ニ何 等 ノ變 化 ヲ呈 セ ズ靜 脈 内注射 自身

ニ依 ル影 響 ヲ認 ムル能 ハズ .

以 上,肉 眼 的所 見 ヲ綜 合 スル ニ,Adr原 液0.05cc

ヲ10倍 ニ稀 釋 シ テ毎 日連續 シ テ6週 間耳殼 靜 脈

内 ニ注 射 セ ル モ ノ ニ ァ リテ ハ,5例 中3例 ニ於 テ

大 動脈 ニ輕 度 ノ硬 變 性病 變 ヲ認 ムル モ,Adrト 共

ニV-C 25mgヲ 注 射 セ ル モ ノニ於 テハ,何 等 ノ

變 化 ヲ認 メズ.次 ニAdr原 液0.1ccヲ 毎 日連

續 シテ注射セルモ ノニア リテハ,6例 中3例 ニ中

等度,1例 ニ輕 度 ノ硬 變 性所 見 ヲ認 ムル モ,V-C

50mgヲ 併 用 セ ル モ ノ ニア リテハ大 動 脈 ニ何 等 ノ

異 常 ヲ認 メズ.更 ニAdr原 液0.2ccヲ 連 續 注 射 セ

ル モ ノ ニア リテ ハ5例 中4例 ニ高度,1例 ニ 輕度 ノ

硬 變 性變化 ヲ認 ム ル モ,Adrト 共 ニV-C 100mgヲ

併 用 セル モノニ於 テハ 何 等 ノ所 見 ヲ認 ム ル能 ハ ズ.

第2表
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第3項 組織學的所見.

甲列a群 肉眼的 ニ硬變性隆起 ヲ生 ゼル第1號

第3號,第5號 家兎 ニ就 テ組織學的 ニ檢索 スルニ,

中膜 ノ中央部 ヨ リ内層 ニ偏 シ筋纎 維ハ萎縮 シ,固

有 ノ排 列 不 規 則 トナ リ,或 ハ無 構 造 レナ リテ原 形

ヲ失 ヒ,Haematoxylinニ 汚 〓 淡染 セル帶 状層

ヲ呈 ス,コ ノ病 變 部 ニ接 スル 内外 部 ノ筋纎 維 モ亦

萎縮 シ,不 規 則 ナ ル走 行 ヲ呈 シ,筋 核 ハ 「コ ンマ

状 」又 ハ 不 規 則 ナル 形 ヲ呈 セル 「ビク ノ ー ゼ」 ヲ

呈 シ病 竈 部 ノ周 邊 部 ニ蝟 集 ス,斯 カル 病竈 部 ニ ハ

Haematoxylinニ 濃 染 セ ル 顆 粒 状 ノ石 灰沈 着 ヲ

認 ム,彈 力纎 維 ハ固 有 ノ波 濤 状 走 行 ヲ失 ヒ,屈 曲

ニ乏 シ ク,而 シ テ一 部 断裂 シ,一 部 崩 壞 セ ル所 ア

リ.

甲列b群 肉 眼 的所 見 ニ於 ケ ル ト同 樣異 常 ヲ認

メズ.

乙列a群 輕 度 ノ硬 變 ヲ呈 セ ル第1號 家 兎 ノ所

見 ハ大 體 甲 列a群 ニ於 ケル變 化 ト同 ジ キ モ,第2

號,第3號,第4號 家 兎 ニ於 テ ハ 内膜 ニ近 ク,中

膜 内1/3乃 至1/2ノ 部 ニ於 テ,筋纎 維 ハ壞 死 シ,無

構造,硝 子 樣 トナ リ,其 ノ周邉 部 ノ筋纎 維 モ亦 萎

縮 シ,固 有 ハ走 行 ヲ失 ヒテ一 般 ニ不 規 則 トナ レ リ.

筋 核 ハ「ピク ノ ーゼ」ヲ呈 シ,病 竈 ノ周 邊 部 ニ集 合

ス石次 ハ 顆 粒 状 又 ハ塊 状 ヲナ シ テ著 明 ニ病 竈 部 ニ

沈着 ス,彈 力纎 維 ノ走 行 ハ前 者 ニ比 シ,愈 々直 線

状 トナ リ固 有 ノ波 濤 状 ヲ失 フニ到 ル.肉 層 ハ肥 厚

シ輕 度 ノ硝 子 樣變 性 ニ陷 レ リ.第4號 家 兎 ニ於 テ

ハ外 膜 ニ輕 度 ノ肥 厚 及 ビ 圓形 細 胞 ノ浸 潤 ヲ認 ム.

乙列b群 甲列b群 ト同樣 組織 學 的所 見 ニ於 テ

何 等 ノ異 常 ヲ認 メズ.

丙 列a群 肉 眠 的 ニ高度 ノ硬 變 性 病變 ヲ呈 セル

第1, 2., 3, 4號 家 兎 ニ於 テハ 内 層 ハ肥 厚 シ肥 厚

セ ル内 層 ハ硝 子樣 變 性 ニ陷 レ リ.石 灰 ハ塊 状 又ハ

板状 ヲナ シテ沈 着 シ,石 灰 板 ヲ形 成 セ ル標 本 ニ於

テ ハHaematoxylinニ 染 色 スル コ トナ ク光 輝 ア

ル骨 樣 ノ物質 トシ テ存 在 シ,斯 カル部 分 ニ ア リテ

ハ勿 論 彈 力纎 維 及 ビ筋 纎 維 ヲ認 ム 可 ラズ.但 シ之

ニ沿 ヘ ル彈 力 纎 維ハ 伸 展 シテ 直走 ス.石 灰 未 ダ板

状 ヲナ スニ至 ラズ シ テ尚 ホ顆 粒 状 ヲナ シ テ沈 着 セ

ル部 分 ニ ア リテハ,其 ノ中 ニ不 正 細 波 状 若 シク ハ

直 走 セ ル彈 力 纎 維 ヲ認 ム.彈 力纎 維 ハ 其 ノ固 有 ノ

細 波 状 ノ走 行 ヲ失 ヒテ直 線 状 トナ リ,彈 力纎 維 間

ノ滑 平 筋 ガ消 失 スル ニ從 ヒテ相 密 接 シテ存 在 スル

ノ ミナ ラ ズ,所 々彈 力纎 維 ハ斷 裂,崩 壞 ス.滑 平

筋 細 胞 ハ 大部 分 壞 死 ニ陷 リ,核 ノ濃 染,破 碎 消 耗

ヲ來 タ シ,其 ノ全 ク死 滅 セザ ル モ ノ ニア リテハ,

核 ノ染 色 力 著 シク弱 ク又 空 胞 ヲ形 成 ス第5號 家 兎

ニ於 テハ 肉 眼 的所 見 ニ一 致 シ テ大 動脈 弓部 及 ビ胸

部 大 動 脈 中部 ニ輕 度 ノ組 織 學 的所 見 ヲ認 ム.尚 ホ

第1號 及 ビ第2號 家兎 ニ於 テハ 外膜 ニ圓形 細 胞 ノ

浸 潤 竝 ニ肥 厚 ヲ認 ム.

丙 列b群 何等 ノ顯 微 鏡 的 所 見 ヲ認 メズ.

以 上組 織 學 的 所 見 ヲ綜 合 スル ニ,甲 列a群 ニ於

テハ,肉 眼的 所 見 ニ於 ケル ト同樣5例 中3例 ニ輕

度 ノ組 織 學 的 所 見 ヲ認 メタ ル モ,b群 ニ於 テハ,

何 等 ノ變 化 ヲモ認 メズ.乙 列a群 ニ於 テハ,5例

中3例 ニ中等 度,1例 ニ輕度 ノ組 織 學 的 所 見 ヲ認

メ タル ニ反 シ,b群 ニ於 テ ハ何 等 ノ異 常 ヲ認 メザ

リキ.丙 列a群 ニ於 テ ハ5例 中4例 ニ高 度,1例

ニ輕度 ノ病 變 ヲ認 メタル モ,b群 ニ於 テハ 何等 ノ

所 見 ヲモ認 メズ.

組織 學 的 ニ病 變 ノ侵襲 スル部 位 ハ 主 トシ テ中 膜

ニ存 シ,殊 ニ 内1/3若 シク ハ 内1/2ヲ 占 メ,變 化 ノ

弱 キ モ ノ ニ於 テ ハ,筋纎 維 ハ 原形 ヲ失 ヒ,萎 縮 シ,

固 有 ノ排 列 ハ不 規 則 トナ リ,核 ハ「ビク ノー ゼ」ヲ

一 定 セ リ,彈 力纎 維 ハ 固有 ノ波 濤 状 ノ走 行 ヲ失 ヒ,

屈 曲 ニ乏 シク ナ リ,石 灰 ハ顆 粒 状 ヲナ シ テ沈 着 ス,

病 變 ノ更 ニ進 ミタ ル モ ノ ニ於 テハ,帶 状層 ヲナ シ

テ存 在 シ,其 ノ部 ノ筋 纎 維 ハ 消 失 シ,無 構 造 硝 子

樣 トナ リ,其 ノ 周邊 部 ノ筋 纎維 モ亦 萎 縮 シ走 行 不

規 則 トナ ル,筋 核 ハ 「ピク ノー ゼ」ヲ呈 シ テ多 數 周

邊 部 ニ蝟 集 ス,石 灰 顆 粒 ハ 著 明 ニ沈 着 ス.高 度 ノ

病 變 ヲ呈 セ ル モ ノ ニ於 テハ.石 灰沈 着 ハ甚 ダ顯 著

5
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ニ シ テ病 竈 部 全 面 ニ沈 着 シ石 灰 板 ヲ形 成 ス,斯 カ

ル部 分 ニ於 テハ,筋 纎 維 ハ壞 死 消 失 シ,原 形 ヲ認

メズ,彈 力 纎維 モ亦 之 ヲ認 ム ル ワ得 ズ,コ レニ隣

レル未 ダ 石灰,板 状 ヲ呈 セ ザ ル部 分 ニ於 テ ハ彈 力

纎 維 ハ固 有 ノ細 波 状 ノ走 行 ヲ失 ヒ,直 走 シ,崩 壞

斷裂 ヲ來 セ リ.筋 細 胞 ハ 勿論 壞 死 ニ陷 リ,核 ノ濃

染,破 碎 消 耗 ヲ來 セ リ.

第3表

第2節 Adrenalin動 脈 硬 變 症 ノ 治癒

的機 轉 ニ及 ボ スV-Cノ 影 響

第1節 ニ於 テ ハV-CガAdrenalin動 脈 硬 變症

ノ發 生 ヲ防 止 シ得 ル ヤ否 ヤ ヲ實 驗 シ,之 ガAdre-

nalin動 脈 硬 變 症 ノ成 生 ヲ阻 止 スル コ トヲ立 證 セ

リ.本 節 ニ於 テハ 既 ニAdrニ 依 リテ發 生 セ ル動 脈

硬變症 ガV-Cニ 依 リテ治癒的 機轉 ヲ營 ムヤ否 ヤ

ヲ追 求 セ ン トス.

實 驗 ヲ行 フ ニ當 リ家兎 ヲ次 ノ諸群 ニ分 チ テ觀 察

セ リ.

甲列

a群 毎 日Adr原 液0.05cc(滅 菌 生 理 的 食鹽

ホ ニ テ10倍 ニ稀 釋 ス)ヲ6週 間 連續 ンテ注 射 シ

タル後6週 間 放 置 ス.

b群 毎 日Adr原 液0.05cc(滅 菌 生理 的 食鹽

水 ニテ10倍 ニ稀 釋 ス)ヲ6週 間 連續 シテ耳殼 靜

脈 内 ニ注 射 シ タ ル後尚ホ6週 間V-C 25mgヲ

毎 日耳殼 靜 脈 内 ニ注 射 ス.

乙 列

a群 毎 日Adr原 液0.1ccヲ6週 間 連續 シ テ

耳殼 靜 脈 内 ニ注射 シ タル後6週 間 放 置ス.

b群 毎 日Adr原 液0.1ccヲ6週 間連 續 シ

テ耳殼 靜脈 内 ニ注射 シ タ ル後,尚 ホ6週 間V-C

50mgヲ 毎 日耳殼 靜 脈 内 ニ注 射 ス.

丙 列

a群 毎 日Adr原 液0.2ccヲ6週 間 連 續 シテ

耳殼 靜 脈 内 ニ注 射 シ タル後,尚 ホ6週 間 放置 ス.

b群 毎 日Adr原 液0.2ccヲ6週 間 連續 シ テ

耳殼 靜 脈 内 ニ注 射 シ タル後,尚 ホ6週 間V-C

100mgヲ 毎日 耳殼 靜 脈 内 ニ注射 ス.

第1項 體 重 ニ於 ケ ル變 化

甲列a群 第1號,第3號,第5號 家兎 ニ於 テ

ハ,實 驗 前 ニ比 シ夫 々190g, 60g, 10gノ 減 少 ヲ

來 タシ,第2號,第4號 家 兎 ニ於 テハ僅 ニ増 加 セ

リ.
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甲列b群 第3號 家 兎 ニ於 テ50gノ 減 少 ヲ示

ス外,他 ハ何 レモ10g乃 至110gノ 體 重 ノ増 加 ヲ

來 セ リ.

乙 列a群 第1號,第2號,第3號 家 兎 ニ於 テ

ハ,夫 々40g, 190g, 150gヲ 減少 セ ル モ,第4

號,第5號 家 兎 ニ於 テ ハ 僅 ニ 體 重 ノ増 加 ヲ來 セ

リ.

乙 列b群 第3號 家 兎 ニ於 テ體 重 ノ減 少 ヲ見 ル

ノ ミニ シ テ,他 ノ4例 ニ於 テハ 何 レモ體 重 ノ増 加

ヲ見 ル.

丙 列a群 第5號 家 兎 ニ於 テ僅 ニ體 重 ノ増 加 ヲ

認 ムル モ,他 ノ4例 ニ於 テ ハ 何 レモ80g乃 至220g

ノ體 重 ノ減 少 ヲ認 ム.

丙 列b群 第1號,第2號,第3號,第5號 家

兎 ニ於 テ,何 レモ體 重 ノ増 加 ヲ來 セ ル モ第4號 家

兎 ニ於 テノ ミ體重 ノ減少 ヲ認 ム.

第2項 肉眼的所見

甲列a群 第1號 家 兎ニ於テ,上 行大動脈 弓部

及 ビ胸部 大動脈 中部 ニ10數 箇 ノ粟粒大 ノ隆起集

合 シテ網状 ノ硬變部 ヲ呈 シ,第3號 家兎 ニ於 テハ

大動脈弓部及 ビ胸部大動脈下部 ニ帽針頭大 ノ隆起

數箇集合 シテ粗〓 トナ レル ヲ認 ム.

甲列b群 大動脈 弓部,胸 部大動脈,腹 部大動

脈,何 レニモ變化 ヲ認 メズ.

乙列a群 第1號 家兎 ニ於 テハ,胸 部 大動脈下

部 ニ粟粒大 ヨ リ米粒大 ニ至ル隆起數10箇 集合 シ

テ,大 動脈 ハ菲薄 トナ リ,外 方 ニ向ケ膨隆セ リ.

大動脈 弓部及ビ胸部大動脈中部 ニ於 テ數箇 ノ米粒

大 ノ陷凹部集合 シテ硬變部 ヲ形成セ リ.第2號 家

兎 ニ於 テハ,大 動脈 弓部及 ビ胸部大動脈 中部 ニ著

明ナル病變部 ヲ示 シ,爲 メニ動脈壁ハ動脈瘤樣 ニ

膨隆 シ菲薄 トナ レリ.胸 部大動脈 下部 ニ於 テハ粟

粒大 ノ隆起數箇集合 シテ輕度 ノ硬變 ヲ呈 セ リ.第

3號 家兎 ニ於 テハ,胸 部大動脈中部 ニ橢 圓形 ヲ呈

セル陷凹部 ヲ認 メ,内 部 ニ粟粒大 ノ小 陷凹多數 ヲ

包 含 ス.大 動脈 弓部 ニ於 テハ 内膜 著 シク粗 〓 トナ

レ リ.

乙列b群 第2號 家兎 ニ於 テノミ胸部大動脈 中

部 ニ内膜 ノ粗〓 トナ レル ヲ認 ムル外,他 ニ所見 ヲ

見 ズ.

丙列a群 第1號 家 兎ニ於 テハ,大 動脈 弓部 ヨ

リ初 マ リ,胸 部大動脈及 ビ腹 部大 動脈 ニ亙 リ米粒

大 ノ隆起多數集合 シテ網状 ヲ呈 シ動脈壁ハ甚 ダ薄

ク,恰 モ羊 皮 紙 樣 トナ リ外 方 ニ強 ク膨 出 シ外層 ヨ

リモ其 ノ長 軸 ニ沿 ヒ テ膨隆 セ ル硬 變 部 ヲ窺 フ コ ト

ヲ得.第2號 家 兎 ニ於 テ ハ 弓部 ニ 高度 ノ硬 變 性 變

化 ヲ呈 シ,胸 部 大動 脈 中部,下 部,腹 部 大動 脈 ニ

延 ビタ ル 中等 度 ノ大 小 不 同 ノ硬 變 性 隆起 ヲ形成 セ

リ.第3號 家兎 ニ於 テ モ,大 動脈 弓部 ニ大 動 脈 ノ

長 軸 ニ沿 ヒ テ橢 圓形 ノ大 ナ ル硬 變 性 陷 凹 ヲ呈 スル

外,多 數 ノ隆 起 ヲ形 成 シ,弓 部 及 ビ胸 部 大 動脈 中

部 ニ於 テハ斯 カル隆 起 ハ癒 合 シテ恰 モ地 圖 状 ヲナ

シ動 脈 壁 ハ 菲 薄 トナ レ リ.第4號 家兎 ニ於 テハ,

弓部 ニ帽 針 頭大 ノ陷 凹數 箇集 合 セ ル硬 變 性 病竈 ヲ

呈 シ,胸 部 大動 脈 中部 ニ於 テハ,罌 子 粒 大 ヨ リ米

粒 大 ニ至 ル種 々 ノ大 キ サ ノ陷 凹部 密 集 シ テ殆 ド動

脈 内膜 全 面 ヲ蔽 ヒ,健 康 ナル 内膜 ニ乏 シ.第5號

家兎 ニ於 テハ 肉 眼 的 ニ何 等 ノ所 見 ヲ認 メズ.

丙 列b群 第4號 家 兎 ニ於 テハ,弓 部 ニ橢 圓 形

ノ小 ナル 陷 凹 部 ヲ呈 シ,胸 部 大 動脈 中部 ニ泡 沫状

隆起10數 箇 集 合 セ ル硬 變 性 病 竈 ヲ呈 セ ル モ,他 ノ

實驗 家 兎 ニハ 何 等 ノ變 化 ヲ認 メズ.

以 上 肉眼 的 所 見 ヲ綜 合 ス ル ニ,甲 列a群 ニ於 テ

ハ,5例 中2例 ニ輕 度 ノ硬 變 性 病 變 ヲ認 ム ルモ,

甲列b群 ニ於 テハ 何 等 ノ變 化 ヲ認 メズ.乙 列a群

ニ於 テ ハ,5例 中3例 ニ中等 度 ノ硬 變 性 變 化 ヲ認

ムル モ,b群 ニ於 テ ハ5例 中1例 ニ僅 ニ輕 度 ノ變

化 ヲ認 ム ル ノ ミ.丙 列a群 ニ於 テハ5例 中4例 ニ

高度 ノ硬 變 性 病 竈 ヲ認 ムル モ,b群 ニ於 テ ハ5例

中1例 ニ輕 度 ノ變 化 ヲ認 ムル ニ過 ギ ズ.

7
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第4表

第3項 組織學 的所見

甲列a群 肉眼的 ニ變 化 ヲ呈 セル第1號 及 ビ第

3號 家兎 ヲ檢 鏡 スルニ,中 膜 ノ内方1/3ノ 所 ニ相當

シ病變 ノ尚ホ未 ダ弱 キ モノニ於 テハ筋纎維 ガ所 々

島 嶼 状 ニ侵 サ レ,筋 細 胞 ハ染 色 性不 良 トナ リ,固

有 ノ層状 ヲ亂 シ不 規 則 ナ ル波 状 ヲナ シ テ走 行 シ,

筋 核 ハ膨 大 淡染 シ,「 カ リオ リー ゼ」ヲ呈 ス.變 化

ノ稍 々進 ミタル モノハ筋細胞 ガ一般 ニ萎縮 シ一部

ハ原形 ヲ失 ヒ,筋 核ハ 「ビク ノーゼ」 ニ陷 レ リ,

彈 力 纎維 ハ健常部 ト病變 部 トノ境 界ヨ リ.明カニ

其 ノ特有ナル波濤 状ノ走行 ヲ失 ヒ,直 線状 ニ傾 キ

又ハ著 シク粗 大ナル彎 曲 ヲ呈 シテ走行 ス.石 灰ハ

Haematoxylinニ 濃染 シ,微 細 ナル顆粒状 ヲ呈 シ

テ彈力纎維 間ニ沈着ス.内 膜 ノ増殖及 ビ變性,外
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膜 ノ肥厚及 ピ細胞浸潤 ヲ認 メズ.

甲列b群 彈 力纎維,筋 纎維 ニ異状 ヲ認 メズ,

又石灰沈着 ヲモ呈 セズ.

乙列a群 第1號,第2號,第3號 家兎 ニ於 テ

ハ,内 膜 ハ一 般 ニ肥 厚 ノ傾 向 ニ ア リ,且 稍 々硝 子

樣變性 ニ傾 ヶ リ.中 膜 ノ内方2/5ニ 亙 リ石灰 ノ沈

着著 シク,顆 粒状 ノ石灰沈着ハ 集合 シ帶状層又ハ

塊状 ヲナス.コ ノ石灰沈着部 ニ一致 シテ筋纎維ハ

壞 死 シ,無 構 造,硝 子 樣 トナ リ,Haematoxylin

ニ濃 染 ス.筋 核ハ「 ビク ノ ー ゼ」ヲ呈 シ
,又 膨 大 シ

淡染セルモ ノヲ混 在 ス.病 竈 ノ周邊部 ニハ筋纎維

ハ 原 形 ヲ失 ヒ,核 「ビク ノ ーゼ」ヲ呈 シテ密 集 ス,

彈 力纎維 ハ孰 レモ直線 又ハ不規則 チ ル 走行 ヲナ

シ,所 々斷 裂,崩 壞 ス.外 膜 ニハ 第2號,第3號

家兎ニ於 テ圓形細胞 ガ少數浸潤 スルモ榮養血管 ニ

ハ異 常 ヲ認 メズ.

乙列b群 肉眼的 ニ極 ク輕度 ノ所見 ヲ呈 セル第

2號 家兎 ニ於 テ ハ,中 膜 ノ 中央 ヨ リ内方ニ 偏 シ タ

ル所 ニ核 ヲ含 ム コ ト少ナク,纎 維性組織鬆疎 トナ

レル帶状層 ヲ呈 シ,筋 纎維 ハ固有 ノ走行 ヲヲ失 ヒ

不 規 則 ニ排列 シ.筋 核 ハ 「ビグ ノ ーゼ 」ヲ呈 シ,石

灰 ハ顆粒状 ヲナ シテ沈着 ス.彈 力纎維 又稍 々波濤

状 ノ走 行 ヲ失 ヒテ,屈 曲 ニ乏 シ.

丙 列a群 第1號,第2號,第3號,第4號 家

兎 ニ於 テ,内 膜 ハ一般 ニ肥厚 シ且硝子樣變性 ニ陷

レ リ.中 膜 ノ内方 ニ位 スル 部分 ハ 勿 論 中膜 ノ大 部

分 ニ於 テ石灰沈着著明 ニシ テ甚 シキ部分 ニ於 テハ

石 灰板 ヲ形 成 セ リ.斯 カル部 分 ニ於 テハ 前 述 ノ如

ク勿論彈力纎維 ヲ認 ムル能 ハザルモ,顆 粒 状 ヲナ

シテ沈着 セル部 分ニ於 テハ,屈 曲ニ乏 シキ彈 力纎

維 ヲ認 メ.直 線 状 ノ走 行 ヲナ シ所 々斷 裂,崩 壞 ス,

筋纎維ハ殆 ド壞 死ニ陷 リ原形 ヲ失 ヒ,破 碎,消 耗

セ リ,外 膜 ニハ第1號,第3號 ニ於 テ輕 度 ノ肥 厚

ヲ見,第1號,第2號,第3號 ニ於 デ圓形細胞 ノ

浸 潤 ヲ認 ム.

丙列b群 肉眼的 ニ輕度 ノ硬變性病變 ヲ呈セル

第4號 家兎 ハ病竈部 ニ顆粒状 ノ石灰沈着 ヲ認 メ,

筋纎維ハ一般ニ原形ヲ失ヒテ萎縮シ,排列不規則

トナリ,核 ハ「ピクノーゼ」ヲ呈シ,彈 力纎維又屈

曲ニ乏シク細波状 ヲ呈ス.

以上組織學的所見 ヲ綜 合 スルニ,Adrノ ミヲ注

射 シテ放置セ ル甲列a群 ニ於 テハ,5例 中.2例 ニ

輕度 ノ硬 變性變化 ヲ認 ムルモ,V-Cヲ 後用セ ルb

群 ニ於テハ何等ノ變化ヲ認 メズ,次 ニ乙列a群 ニ

第5表
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於 テ ハ,5例 中3例 ニ中等 度 ノ硬 變 性 病變 ヲ認 ム

ル モ,b群 ニ於 テ ハ,5例 中1例 ニ僅 ニ輕度 ノ硬

變 性 所 見 ヲ認 ムル ノ ミ.更 ニ丙 列a群 ニ於 テハ,

5例 中4例 ニ高度 ノ硬 變 性 病 變 ヲ認 ム ル モ,b群

ニ於 テハ5例 中1例 ニ輕 度 ノ變 化 ヲ認 ムル ニ過 ギ

ズ,即 チAdrニ 依 リテ硬 變 性 變 化 ヲ呈 セ ル 家兎

ニ於 テ モ,V-Cヲ 注 射 スル トキ ハ治 癒 的 機 轉 ヲ營

ム コ トヲ認 ム.組 織 學 的所 見 ニ關 シ テ ハ,第1章

ト同 ジキ ヲ以 テ,茲 ニ重 複 シ テ綜 合 記 述 ス ル ノ煩

ヲ避 ク.

病變 ノ所 在 ハ,上 行 大 動脈 弓部 ヲ最 トシ,下 行

大 動脈 ニ於 テハ,胸 部 大 動脈 ノ中部,下 部 及 ビ腹

部 大 動脈 ニモ屡 々現 ハ ルル コ トア リ.但 シ諸 家 ノ

實 驗 ニ依 リテ モ,亦 余 ノ成 績 ニ就 テ觀 ル モ,輕 度

ノ變 化 ガ大 動脈 起 始 部 ニ限 局 ス ル コ ト 多 キ ガ如

ク,又 胸 部 大動 脈 ニ甚 ダ強 キ變 化 ア ル ニ モ拘 ラズ

起 始 部 ニ全 ク變 化 ナ キ コ トア リ.

第4章 總 括 竝 ニ 考 按

以 上 余 ノ得 タ ル 實 驗 成績 ヲ總 括 スル ニ,先 ヅ

V-CノAdrenalip動 脈 硬 變 症 ノ成 生 ニ及 ボ ス實

驗 ニ於 テAdrenalinノ 單獨 注 射 ヲ行 ヘ ル モ ノニ

於 テハ,實 驗 前 ニ比 シ實 驗後 體 重 ハ 減 少 スル ニ反

シ,Adrト 共 ニV-Cヲ 同時 ニ注 射 セ ルモ ノ ニ於

テハ 却 ツテ 増加 ヲ示 セ リ.又 既 ニ發 生 セ ル 動脈 硬

變 症 ニ對 シV-Cガ 治 癒 的機 轉 ヲ營 ム ヤ否 ヤ ノ實

驗 ニ於 テ モ,Adrenalinノ 單獨 性射 ヲ行 ヘル モ ノ

ハ體 重 減 少 スル モ,V-Cノ 注 射 ヲ續 行 セル モ ノ ニ

於 テハ,却 ツ テ體 重 ノ増 加 ヲ認 ム.

次 ニ毎 日Adr原 液0.05ccヲ6週 間 連續 シ テ注

射 セ ル モ ノ ニ於 テ ハ,5例 中3例 ニ輕 度 ノ硬 變 性

病 變 ヲ認 ムル モ,毎 日Adr 0.05ccト 同時 ニV-C

25mgヲ 連 續 シ テ6週 間 注射 セ ル モ ノ ニ於 テハ 何

等 ノ病 變 ヲモ 認 メズ.又Adr 0.1ccヲ 毎 日連 續 シ

テ6週 間注 射 ヲ行 ヘ ル モ ノ ニ於 テハ,5例 中3例

ニ 中等 度,1例 ニ輕度 ノ硬 變 性 變 化 ヲ呈 スル モ,

Adr 0.1cc ト同 時 ニV-C 50mgヲ 注射 セ ル モ

ノ ニ於 テ ハ何 等 ノ變 化 ヲモ呈 セザ リキ.更 ニ毎 日

Adr 0.2ccヲ6週 間 連 續 シ テ注 射 セ ル モ ノ ニ於 テ

ハ.5例中4例 ハ 高 度,1例 ハ輕 度 ノ所 見 ヲ認 ム

ル ニ對 シ,Adr 0.2ccト 共 ニ同時 ニV-C 100mg

ヲ連 續 シ テ注 射 セ ル モ ノ ニ於 テハ何 等 ノ病 變 ヲ認

ム ル ヲ得 ズ.以 上 ノ如 タ,V-CガAdrenalin動

脈 硬 變 症 ノ成 立 ヲ防 止 スル 事 ヲ證 明 シ タル ヲ以 テ

次 ニAdrenalinニ 依 リテ既 ニ發 生 セ ル動 脈 硬 變

症 ガ,V-Cニ 依 リテ治癒 的 機 轉 ヲ營 ム ヤ否 ヤ ヲ檢

索 セ リ.即 チAdr 0.05ccヲ 毎 日連續 シテ6週 間

注 射 セ ル後 尚 ホ6週 間 放 置 セ ル モ ノニ於 テ ハ,5

例 中2例 ニ輕 度 ノ硬 變 性 變 化 ヲ 認 ノ ル モ,Adr

0.05ccヲ6週 間毎 日連 續 シテ 注射 シ タル後,尚 ホ

6週 間 毎 日連 續 シテV-C 25mgヲ 注 射 セ ル モ ノ

ニ於 テ ハ,何 等 ノ硬 變 性 變 化 ヲ認 ムル ヲ得 ズ.次

ニAdr 0.1ccヲ 毎 日連續 シテ6週 間注 射 セル 後,

尚 ホ6週 間 放 置 セ ル モ ノ ニ於 テ ハ,5例 中3例 ニ

中等 度 ノ硬變 性病變 ヲ認 ム ル モ,Adr 0.1ccヲ 毎

日連 續 シテ6週 間注 射 シ タ ル後,尚 ホ6週 間V-C

50mgヲ 毎 日連 續 シ テ注 射 セ ル モ ノ ニ於 テハ,5

例 中1例 ニ輕 度 ノ硬 變 性 病變 ヲ呈 スル ノ ミ.更 ニ

Adr 0.2ccヲ 毎 日連 續 シ テ6週 間注 射 セル 後,6

週 間放 置 セ ル モ ノ ニ於 テハ,5例 中4例 ニ高度 ノ

硬 化 性 變 化 ヲ認 ム ル モ,Adr 0.2ccヲ 毎 日連 續 シ

テ6週 間 注射 シ タ ル後 尚 ホ6週 間V-C 100mgヲ

毎 日連 續 シ テ注 射 セ ル モ ノ ニ於 テハ,5例 中1例

ニ輕 度 ノ硬 化 性變 化 ヲ認 ム ル ニ過 ギズ .

金 原 及 ビ李 ハAdrenalin原 液0.2CCヲ 毎 日持 續

シ テ40日 間注 射 セル 家 兎 ニ於 テハ,大 動 脈 ニ著 明

ナ ル硬 化症 變 化 ヲ認 ム ル モ,V-G (5% Vitagimin

0.5cc)トAdrト ヲ同 時 ニ又 ハV-CトAdrト ヲ

混 合 シ テ注射 セ ル モ ノ ニ於 テハ,大 動 脈 ニ硬化 性

變 化 ヲ認 ムル能ハ ズ,又Adrヲ40日 間注 射 後,

尚 ホ40日 間 放 置 セ ル 家兎 ニ於 テハ,大 動 脈 ニ著 明

ナル 硬 化症 變 化 ヲ認 ムル モ,Adrヲ40日 間 注 射

後,尚 ホ40日 間V-Cヲ 注射 セ ル モ ノ ニ於 テハ,

大 動 脈 ニ何 等 ノ硬 化 性變 化 ヲ 認 メ 得 ズ ト報 告 セ

10
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リ,余 ノ成 績 ハ 略 ボ金 原 友 ビ李 ノ成 績 ト一 致 セ リ.

飜 ツテAdrenalin動 脈硬 變 症 ノ原 因 ニ就 テ ハ,

Josue以 來 多數 ノ學 者 ニ依リ テ 檢 討 論 爭 セ ラ レタ

ル モ ノ ニシ テ,茲 ニニ 々之 ヲ擧 グル ノ繁 ヲ避 ケ之

ヲ要 約 スル ニ,或 ハ 中毒 説 ナ リ ト云 ヒ,或 ハ血 壓

亢進説 ヲ主唱シ,或 ハ 中毒 ト血壓亢進 トノ共 同作

用 ニ依 ル モ ノ ナ リ ト云 ヒ,或 ハ 又 主 要 ナ ル原 因 ヲ

榮養血管 ノ障碍 ニ求 メ.榮 養血管 ノ收縮,肥 厚或

ハ血 栓 等 ヲ招來 スル ニ 因 ル トナ ス説 ア リ.然 レ ド

モ以上 ノ説 ノ中最 モ有力 ナルハ 中毒 ト血壓 亢進 ト

ノ共同作 用ニ依 ル説 ニ シ テ多數 ノ共鳴者 ヲ有セ

リ.余 モ亦 コ ノ説 ヲ支持 スル モ ノ ナ レ ドモ,余 ノ

實驗 ヨリ觀察 スルニ最 モ著明ナル變化 ハ石灰沈着

ニ シ テ,病 變 ノ初 ヨ リ多數 沈 着 シ,硬 變 ノ著 明 ナ

ル モ ノ ニ於 テハ 石 灰 板 ヲ形 成 シ,斯 カ ル部 分 ニア

リテ ハ 固 ヨ リ彈 力 纎維 及 ビ筋纎 維 ヲ認 メ得 ザ ル ニ

到ル.斯 カル石灰 ノ顯著ナル沈着 ト動脈硬變症 ト

ハ甚 ダ興味深 キ問題 ニシテ,余 ハ兩者間 ニ何等 力

ノ關係 ノ存 スル ニ ア ラズ ヤ ト考 ヘ,續 報 ニ於 テ報

告 ス ル ガ 如 タ,AdrenalinトCalciumト ノ新 陳

代 謝,更 ニ血 壓 上昇 トCalcium新 陳 代謝 ニ關 シ

テ檢 索 セル ニ,Adrenalinハ 交 感 神經 ヲ刺 戟 シ テ

血 清Calciumノ 減 少 ヲ來 タシ,以 テCalciumノ

移動 ヲ招 來 シ斯 カルCalciumガ 最 モ沈 着 シ易 キ

大 動脈 ニ沈 着 スル ニ ア ラズ ヤ ト考 ヘ ラル.Adre-

nalinニ 代 フルニ,機 械 的 ニ血 壓 ヲ上 昇 セ シ メタ

ル場 合 ニ於 テモ,血 清Calciumノ 減 少 ヲ來 タ シ,

コノ減 少 セ ルCalciumガ 大動 脈 ニ沈 着 シ,Klotz

ノ倒懸 法,Harveyノ 腹 部 大 動 脈 壓 迫 法 ニ於 テ 血

壓 ヲ亢進 セ シ メタル場 合 ニ於 ケル ガ如 ク,動 脈 硬

變症 ヲ成 立 セ シ ム ル ニ有 カ ナ ル一 因 ヲナ スモ ノ ト

考 ヘ ラル.然 ラバVitamin Cガ 如 何 ニ シ テAdre

nalin動 脈 硬 變症 ノ成 立 ヲ防 止 シ,且 又 既 ニ發 生

ニル動脈硬 變症 ニ對 シ治癒的機轉 ヲ營 ムヤ ノ問題

ニ關 シ テハ,恐 ラ クVitamin CヲAdrenalinト

共 ニ併 用 スル トキハ,血 清Ca量 ヲ正常 値 ニ維 持

セ ン トスル結 果,Adrenalinニ 依ル 血 清Caノ 動

脈ヘ ノ移動 ヲ抑制 シ,或 ハ既 ニ動脈壁 内ニ沈着 セ

ルCaノ 血 清 ヘ ノ移 動 ヲ促 スモ ノナ ラ ン ト考 ヘ ラ

ル ル モ尚 ホ 今後 ノ研 究 ニ待 ツ所 多 カ ラ ン.

第5章 結 論

余 ハVitamin CノAdrenalin動 脈 硬 變 症 ノ發

生及 ピ治癒 ニ關シ實驗 ヲ行 ヒ,次 ノ如 キ結論 ヲ得

タ リ.

1) 毎 日1000倍Adrenalin原 液0.05ccヲ6

週間連續 シテ家兎耳鼓靜脈 内 ニ注射 シタルモ ノニ

於 テ ハ,5例中3例 ニ輕度 ノ硬 變 性 病 變 ヲ認 ムル

モ,毎 日Adrenalln原 液0.05ccト 同 時 ニVitamin

C 25mgヲ 連 續 シ テ6週 間注 射 セ ル モ ノ ニ於 テ ハ

何 等 ノ病變 ヲ認 メズ.

2) 毎 日Adrenalin原 液0.1ccヲ6週 間連 續

シ テ注 射 セ ル モ ノニ於 テハ,5例 中3例 ハ 中 等度,

1例 ハ 輕 度 ノ硬 變 性 變 化 ヲ呈 スル モAdr 0.1ccト

同時 ニV-C 50mgヲ6週 間連 續 シ テ注射 セ ル モ

ノ ニ於 テハ,何 等 ノ變 化 ヲ呈 セ ズ.

3) 毎 日Adrenalin原 液0.2ccヲ6週 間連 續

シ テ注 射 セ ル モ ノ ニ於 テハ,5例 中4例 ハ 高度,1

例 ハ 輕 度 ノ所 見 ヲ認 ム ル ニ對 シ,Adrenalin 0.2cc

ト共 ニV-C 100mgヲ 連 續 シテ注 射 セル モ ノニ於

テハ,何 等 ノ硬 變 性 病變 ヲ認 ム ル ヲ得 ズ.

4) 毎 日Adrenalin原 液0.05ccヲ6週 間連 續

シテ注 射 セ ル後6週 間放 置 セル モノ ニ於 テ ハ,5例

中2例 ニ輕 度 ノ硬 變 性 變 化 ヲ認 ム ル モAdrenalin

0.05ccヲ 毎 日連續 シテ6週 間 注 射 シ タ後,尚 ホ6

週 間V-C 25mg毎 日連 續 シ テ注 射 セ ル モ ノニ於

テ ハ,何 等 ノ硬變 性變 化 ヲ認 ムル ヲ得 ズ.

5) 毎 日Adrenalin原 液0.1ccヲ 毎 日連 續 シ

テ6週 間 注射 シ タル後,6週 間放 置 セ ル モ ノ ニ於

テ ハ,5例 中3例 ニ中等 度 ノ硬變 性 所見 ヲ呈 スル

モ,Adrnalin原 液0.1ccヲ6週 間連 續 シ テ注 射

シ タル 後,尚 ホ6週 間V-C 50mgヲ 毎 日連 續 シ テ

注 射 シ タル モ ノ ニ於 テハ,5例 中1例 ニ輕 度 ノ硬

變 性 所 見 ヲ呈 スル ノ ミ.

11
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6) 毎 日Adreanlin原 液0.2ccヲ6週 間連 續

シ テ注 射 シ タル後,6週 間 放 置 シ タル モ ノ ニ於 テ

ハ,5例 中4例 ニ高 度 ノ硬 變 性 病 變 ヲ認 ム ル モ,

Adrenalin原 液0.2ccヲ6週 間 毎 日連續 シテ注 射

シ タル後,尚 ホ6週 間 毎 日連續 シテV-C 100mg

ヲ注 射 シ タ ル モ ノ ニ於 テハ,5例 中1例 ニ輕 度 ノ

硬 變性病變ヲ 認 ムル ニ過 キズ.

擱筆 スル ニ臨 ミ御 懇篤 ナル御指導 ト御校閲

ヲ賜 ハ リタル 恩 師 生 沼教 授 ニ衷 心 ヨ リ感 謝 ノ
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(特 掲 昭 和18年9月4日 受 稿)

Aus dem Physiologischen Institut der Medizinischen Fakultut Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma)

Uber den Einfluss des Vitamin C auf die experimentelle Arteriosklerose,

die durch Adrenalin hervorgerufen werden kann.

Von

Akira Hasimoto.

Eingegangen am 4. September 1943.

Verfasser untersuchte uber Schutz-und Heilwirkung des Vitamin C auf die expe-
rimentelle Arteriosklerose durch Adrenalin. Als Versuchstiere wurde mannliche Kanin-
chen (ca 2000g Korpergewicht) gebraucht, an denen die experimentelle Arteriosklerose
durch intravenose Adrenalininjektion erzeugt wurde.

Die Resultate sind folgendermassen:
1) Bei der intravenosen Injektion des Adrenaline (hindurch 6 Wochen 0,2cc taglich)

ergibt es schwere sklerotische Veranderung der Aorta.
2) Die gleichzeitige Injektion des Vitamin C mit Adrenalin zeigt nach 6 Wochen

keine Veranderung an den Gefasswanden, d.h. Vitamin C wirkt auf die Entstehung der
Gefassveranderung prophylaktisch.

3) Die durch Adrenalin hervorgerufene Arteriosklerose wird durch die nachfolgende

Vitamin-C-injektion zuruckgebildet. (Autoreferat)


